
令和３年度 第１回 

横浜市中央卸売市場開設運営協議会 

次 第 
 

日 時：令和３年７月２日（金）13時30分～  

会 場：横浜市中央卸売市場本場 

市場センタービル３階研修室 

１ 開  会 
 

２ 理事挨拶 
 

３ 議  題 

(1) 横浜市中央卸売市場本場・鳥卵部の廃止について 

(2) 専門部会の設置について 

(3) その他 
 

 ４ 報告事項 

  (1) 青果部卸売業者における会社の新設分割について 

  (2) 横浜市中央卸売市場経営展望 各戦略の取組状況について 

  (3) 令和３年における臨時休場日及び臨時開場日の変更について 

(4) 令和３年度 横浜市中央卸売市場の現状について（資料配布） 

  (5) その他 
 

５ 閉  会 

 

 【添付資料】 

資料１   横浜市中央卸売市場開設運営協議会委員名簿 

資料２   座席表 

資料３－１ 諮問文 

資料３－２ 横浜市中央卸売市場本場・鳥卵部の廃止に係る答申（案）について 

資料３－３ 横浜市中央卸売市場本場・鳥卵部の廃止について 

資料４－１ 専門部会の設置について 

資料４－２ 専門部会委員名簿（案） 

資料４－３ 横浜市中央卸売市場開設運営協議会要綱 

資料５－１ 会社分割（新設分割）による持株会社制度への移行について 

資料５－２ 青果部卸売業者における会社の新設分割について 

資料６－１ 横浜市中央卸売市場経営展望 各戦略の取組状況について 

資料６－２ 【輸出促進】生鮮食料品輸出促進事業（集荷・販売力強化事業） 

資料６－３ 【マルシェ等賑わい創出検討事業】事業スキーム（想定）について 

資料７－１ 令和３年における臨時休場日及び臨時開場日の変更について 

資料７－２ 令和３年（2021年） 臨時休場日・臨時開場日（青果部）【案】 

資料７－３ 令和３年（2021年） 臨時休場日・臨時開場日（水産物部・鳥卵部）【案】 

資料７－４ 令和３年（2021年） 臨時休場日・臨時開場日（食肉部）【案】 

資料８   令和３年度 横浜市中央卸売市場の現状について 



 

 

横浜市中央卸売市場開設運営協議会委員名簿 

 

 

  氏 名 職   名 

１ 会 長 山 下 東 子 大東文化大学経済学部教授 

２ 副会長 高 力 美由紀 新潟食料農業大学食料産業学科教授 

３ 委 員 藤 島 廣 二 東京聖栄大学客員教授 

４ 委 員 福 田 順 子 城西国際大学元教授 

５ 委 員 長 岡 英 典 一般社団法人大日本水産会常務理事 

６ 委 員 真 壁 勇 男 全国農業協同組合連合会神奈川県本部農産部長 

７ 委 員 多賀谷 登志子 横浜市消費者団体連絡会代表幹事 

８ 委 員 福 留 秀 樹 金港青果株式会社代表取締役社長 

９ 委 員 後 藤 正 明 横浜丸中青果株式会社代表取締役社長 

10 委 員 芦 澤   豊 横浜丸魚株式会社代表取締役社長 

11 委 員 石 井 良 輔 横浜魚類株式会社代表取締役社長 

12 委 員 山 口 義 行 横浜食肉市場株式会社代表取締役 

13 委 員 鈴 木 格 次 横浜中央市場青果卸協同組合理事長 

14 委 員 布 施 是 清 横浜魚市場卸協同組合理事長 

15 委 員 善 福 伸 一 横浜市場冷蔵株式会社代表取締役社長 

16 委 員 酒 井 誠 一 横浜青果小売商協同組合連合会会長 

17 委 員 明 澤 重 明 横浜水産物商業協同組合理事長 

18 委 員 星 野 光 治 横浜食肉商業協同組合理事長 

19 委 員 出 川 雄一郎 横浜市中央卸売市場関連事業者協同組合代表理事 

                             （敬称略・順不同） 

  

委員数：19名 

 任期：令和２年８月18日から令和４年８月17日まで 
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横浜市中央卸売市場本場・鳥卵部の廃止について 

 

 横浜市中央卸売市場は、現在、本場に３部（青果部・水産物部・鳥卵部）、食肉市場に１部（食肉

部）の４部を設置し運営しています。 

 

鳥卵部を担う横浜食鳥鶏卵株式会社は、代表取締役が亡くなり、５月 14 日に本市に対して業務

休止届が提出されています。 

その後１か月以上その業務が休止されていたため、取引先等に対して不安定な市場運営の状況を

早期に解消するべく、本市条例に基づく卸売業務の許可の取消を行いました。 

 

 全国の中央卸売市場で鳥卵部を設置しているのは横浜市のみであること、鶏肉・卵は卸売業者で

なくても市場の関連事業者として取り扱い可能であることから、鳥卵部唯一の卸売業者である当該

株式会社の業務廃止を機に鳥卵部を廃止することとします。 

また、空き店舗となる施設について市場活性化・機能強化の観点から活用を進めます。 

 

１ 経過 

 昭和 37年 10月  横浜食鳥鶏卵（株）営業開始 

  昭和 59 年 11月  新たに整備された関連棟に移転 

  令和３年４月 11日 横浜食鳥鶏卵（株）代表取締役が逝去 

  令和３年４月下旬 横浜食鳥鶏卵（株）から取引先に対し月末を持って取引を終了する旨周知 

 令和３年５月 14日 ５月 14日からの業務休止届出書が提出される。 

 令和３年６月 30日 横浜食鳥鶏卵（株）に対する卸売業務の許可取消 

 

【参考】横浜市中央卸売市場条例 

第 19 条 （卸売業務の許可の取消し） 

２ 市長は、卸売業者が次のいずれかに該当するときは、第９条第１項の許可を取り消すことが 

 できる。 

 (3) 正当な理由がないのに引き続き１箇月以上その業務を休止したとき。  

 

 

２ 鳥卵部を廃止する理由 

(1)  食材の供給に対する役割 

   鳥卵部の令和２年の取扱金額は、鶏肉で 383,405 千円、卵で 53,493 千円、市内消費量に対

し、鶏肉で 1.25%、卵で 0.54%に留まり、廃止により市民の食材供給に重大な影響はないと考

えられること。 

(2)  市場での鶏肉・卵の販売の対応 

   鶏肉・卵の販売は関連事業者でも可能であり、市の許可が必要な卸売業者（業務上の責務や

財務基準等の遵守等が義務付け）よりも柔軟な事業の実施が可能であること。 

(3)  他都市等の状況 

全国 40 都市・65 中央卸売市場で鳥卵部を設置して販売しているのは、横浜市場のみである
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こと。 

鳥卵部は、当初から許可を受けた卸売業者１社だけで構成されており、仲卸業者も存在しな

いこと。 

(4)  狭隘で老朽化した施設 

   当該卸売業者が使用していた店舗は、本場で最も古い関連棟にあり、施設・設備等の老朽化

が激しく、卸売場や加工場、事務所等が１階・２階に分かれ、面積も 595㎡と狭隘であること。 

また、場内において新たな用地を確保することも困難であること。 

 

４ 跡施設の活用について 

横浜食鳥鶏卵の事業廃止後、跡地となる関連棟・空き店舗の活用について、場内事業者の意向

等も踏まえ、市場活性化・機能強化の観点から決定します。 

 

５ 今後のスケジュール等 

(1)  市会・条例改正 

   開設運営協議会の答申を踏まえ、令和 3年第 3回市会定例会において、横浜市中央卸売市場

条例改正の議案を提出し、条例改正を行います。 

(2)  農林水産省への認定申請 

   卸売市場の部及び卸売業者に係る変更が生じるため、条例改正議決後、卸売市場法第６条に

基づき、農林水産省に対して中央卸売市場の変更の認定申請を行います。 

 

月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

 

業務内容 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

●5 月 14 日 業務廃止届 

●7 月 2 日 開設運営協議会（諮問・答申） 

●議決 
市会 

国認定変更申請 

●国の認定 

●条例施行 



【参考資料 1】横浜市内の推計消費量に占める横浜市場取扱数量の比率 

 1 人あたり消費量 市内消費推計 横浜市場取扱量 取扱比率 全国比率 
鶏肉 13.9kg 52,500t 657t 1.25% ﾃﾞｰﾀなし 
卵 17.5kg 66,100t 358t 0.54% ﾃﾞｰﾀなし 
青果 176.4kg 666,500t 351,500t 51.2% 55.1% 
水産 44.9kg 169,600t 46,800t 27.6% 49.2% 
食肉 19.3kg 72,900t 9,800t 13.4% 8.3% 

 
【参考資料 2】他都市の状況 

１ 部の制度 

区    分 都市数 主な都市 
部あり 鳥卵部で取り扱っている 1 都市 横浜 

青果部などで取り扱っている 11都市 仙台、さいたま、静岡、福岡等 
取り扱っている部がない 17都市 川崎、新潟、京都、大阪、神戸等 

部を設置していない 11都市 札幌、東京、名古屋、岡山、広島等 
合計 40都市  

 
２ 卸売業者 

(1) 鶏肉を扱う卸売業者の状況 

区    分 都市数 主な都市 
取扱い 
実績 
あり 

鶏肉・鶏卵の卸売業者 1 都市 横浜 
鶏卵の卸売業者 1 都市 東京 
食肉の卸売業者 1 都市 さいたま 
水産の卸売業者 1 都市 福井 

取扱い無し 36都市 札幌、名古屋、大阪、広島等 
合計 40都市  

(2) 卵を取り扱う卸売業者の状況 

区    分 都市数 主な都市 
取扱い 
実績 
あり 

鶏肉・鶏卵の卸売業者 1 都市 横浜 
鶏卵の卸売業者 1 都市 東京※ 
青果の卸売業者 9 都市 東京※、仙台、静岡、福岡等 

取扱い無し 30都市 札幌、名古屋、大阪、広島等 
合計 40都市  

 ※東京都は、青果の卸売業者で卵を扱っている市場もある 
 
３ 鶏肉・卵を取り扱う関連事業者の状況 

区    分 都市数 主な都市 
取扱い 
実績 
あり 

両方取扱い 18都市 東京、川崎、名古屋、神戸、広島等 
鶏肉のみ 4 都市 盛岡、いわき、福井、久留米 
卵のみ 8 都市 秋田、岐阜、奈良、沖縄等 

取扱い無し 10都市 横浜、札幌、仙台、大阪、福岡等 
合計 40都市   



横浜市中央卸売市場本場・鳥卵部の廃止に係る 

答申（案）について 

 

 

１ 答申（案） 

(1) 中央卸売市場本場・鳥卵部の廃止について 

卸売業者の業務の廃止を機に、横浜市中央卸売市場本場・鳥卵部を廃止す

ることが妥当。 

なお、鳥卵部の廃止により新たに発生する空き店舗については、場内事業

者の意向等を踏まえ、市場活性化・機能強化の観点から活用すること。 

買出人の利便性に配慮し、鳥卵部で取り扱っていた品目については、関連

事業者によって提供されることが望ましい。 
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専門部会の設置について 

 

１ 趣旨 

 横浜市中央卸売市場業務条例が全部改正され、令和２年６月 21 日に横浜市中央卸

売市場条例が施行されました。 

改正前条例では横浜市の附属機関として青果部、水産物部・鳥卵部及び食肉部市

場取引委員会が設置されていましたが、条例改正により市場取引委員会の規定が削

除されました。 

改正条例では、市場取引委員会が所管していた審議事項が横浜市中央卸売市場開

設運営協議会の所管事項となり、市長は専門又は特別の事項を調査審議するために

協議会に専門委員又は臨時委員を置くことができるとされました。 

 この規定を根拠として、専門部会要綱を制定しましたので、開設運営協議会の 下
も と

に開設運営協議会委員及び専門委員により構成される専門部会を設置します。 

 

２ 所管する事項 

(1) 所管する部における売買取引に関する事項 

(2) 開設運営協議会委員の過半数の同意を得て専門部会で調査審議すべきと決議し

た事項（開運協要綱第８条第１項第２号） 

 

３ 部会委員【資料４－２】 

(1) 青果部専門部会及び水産物部・鳥卵部専門部会 

(ア)開設運営協議会委員から選出する部会委員 

  ・学識経験者 1 名 

  ・部会が所管する部の業界関係者４名 

(イ)市長が委嘱する専門委員 

   各部会とも学識経験者 1 名 

(ウ)部会の構成員の定数 

   ７名以内 

 

(2) 食肉部専門部会 

(ア)開設運営協議会委員から選出する部会委員 

  ・学識経験者 1 名 

  ・食肉部の業界関係者２名 

(イ)市長が委嘱する専門委員 

  ・学識経験者１名 

  ・食肉部の業界関係者３名 

 (ウ)部会の構成員の定数 

７名以内 
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４ 専門委員 

 旧市場取引委員会学識経験者委員などを含めて選考してまいります。 

 

５ 部会長 

 各専門部会において、部会委員の互選により定めることとします。 

 

６ 部会の開催と決議事項の取扱い 

(1) 部会の開催と部会の決議の取扱いは次のとおりとします。 

(ア) 開設運営協議会に市長から売買取引に関する事項（開運協要綱第８条第１項

に定める事項）が諮問されたとき 

  開設運営協議会が特に別に定めたときを除き、部会の決議を開設運営協議会

の答申とします。 

(イ) 開設運営協議会が市長から諮問された事項（開運協要綱第８条第 2 項に定め

る事項）について、専門部会で審議すべきと定めたとき 

  部会の決議を参考に開設運営協議会の答申を行います。ただし、開設運営協

議会が部会の決議を答申とすることができます。 

 

 

 

＜根拠規程＞ 

・横浜市中央卸売市場条例第 76 条第３項 

・横浜市中央卸売市場開設運営協議会要綱 

・横浜市中央卸売市場本場青果部専門部会要綱 

・横浜市中央卸売市場本場水産物部・鳥卵部専門部会要綱 

・横浜市中央卸売市場食肉市場食肉部専門部会要綱 

 

 

 



 

青果部専門部会委員（案） 

 氏 名 職   名 

１ 高 力 美由紀 新潟食料農業大学食料産業学科教授 

２ 福 留 秀 樹 金港青果株式会社代表取締役社長 

３ 後 藤 正 明 横浜丸中青果株式会社代表取締役社長 

４ 鈴 木 格 次 横浜中央市場青果卸協同組合理事長 

５ 酒 井 誠 一 横浜青果小売商協同組合連合会会長 

６ 未  定 学識経験者 

 

 

 水産物部・鳥卵部専門部会委員（案） 

 氏 名 職   名 

１ 山 下 東 子 大東文化大学経済学部教授 

２ 芦 澤   豊 横浜丸魚株式会社代表取締役社長 

３ 石 井 良 輔 横浜魚類株式会社代表取締役社長 

４ 布 施 是 清 横浜魚市場卸協同組合理事長 

５ 明 澤 重 明 横浜水産物商業協同組合理事長 

６ 未  定 学識経験者 

 

 

食肉部専門部会委員（案） 

 氏 名 職   名 

１ 福 田 順 子 城西国際大学元教授 

２ 山 口 義 行 横浜食肉市場株式会社代表取締役 

３ 星 野 光 治 横浜食肉商業協同組合理事長 

４ 未  定 学識経験者 

５ 未  定 業界関係者 

６ 未  定 業界関係者 

７ 未  定 業界関係者 

（敬称略・順不同） 
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横浜市中央卸売市場開設運営協議会要綱 

 

制   定 令和２年６月 21日  経運調第 574号（市場担当理事決裁） 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、横浜市中央卸売市場条例（令和元年 12月横浜市条例第 36号。以下「条例」

という。）第 74 条に基づき設置される横浜市中央卸売市場開設運営協議会（以下「協議会」と

いう。）の組織、運営その他必要な事項について定めるものとする。 

 

（担任事務） 

第２条 協議会は、条例第 75条に基づき、次の事項を担任する。 

(1) 市場の開設又はその業務の運営に関し必要な事項 

(2) 市場における売買取引に関し必要な事項 

(3) その他市長が必要と認める事項 

 

（委員） 

第３条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前 

任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

３ 委員の代理は、認めないものとする。 

 

（会長の選任及び権限） 

第４条 協議会に会長及び副会長それぞれ１人を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。 

３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、または会長が欠けたときは、その職務を代 

理する。 

 

（専門委員） 

第５条 条例第 76条第３項に基づく専門委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命する。 

(1) 学識経験のある者 

(2) 取引参加者 

(3) その他関係者  

２ 専門委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の専門委員の任期は、 

前任者の残任期間とする。 

３ 専門委員は、再任されることができる。 

４ 専門委員の代理は、認めないものとする。 

 

（臨時委員） 

第６条 条例第 76 条第３項に基づく臨時委員は、市長が必要と認める者のうちから市長が任命す

る。 

２ 臨時委員の任期は、当該特別の事項に関する調査審議が終了したときまでとする。 

 

（会議） 

第７条 協議会の会議は、会長が招集する。ただし、会長が選出されていないときは、市長が行う。 

２ 協議会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 
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３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決するとこ

ろによる。 

 

（部会） 

第８条 協議会は次の事項について調査審議するため、第２項に定める専門部会を置く。 

(1) 第２条第２号に定める事項 

(2) 委員の過半数の同意を得て専門部会で調査審議すべきと決議した事項 

２ 前項の規定により設置できる専門部会は次のとおりとする。 

(1) 横浜市中央卸売市場青果部専門部会 

(2) 横浜市中央卸売市場水産物部・鳥卵部専門部会 

(3) 横浜市中央卸売市場食肉部専門部会 

３ 部会は、専門委員のほか、会長が指名する委員及び臨時委員若干人をもって組織する。 

４ 部会に部会長１名、副部会長１名を置く。 

５ 協議会は、出席委員の過半数の同意により、部会の決議をもって協議会の決議とすることがで

きる。 

６ 部会の運営は市長が別に定める。 

 

（臨時会） 

第９条 協議会は、出席委員の過半数の同意により、臨時会を設置することができる。 

２ 臨時会は、臨時委員のほか、会長が指定する委員及び専門委員により構成する。 

３ 臨時会の会議は、第７条の規定を準用する。ただし、第７条第２項及び第３項の委員は、前項

に規定する臨時委員、委員及び専門委員と読み替えるものとする。 

４ 臨時会に委員長及び副委員長を置く。委員長及び副委員長は、臨時会の構成員の互選又は会長

の指名により定めるものとし、委員長が臨時会の進行を担当し、委員長が欠席した時は副委員長

がこれを担当する。 

５ 臨時会の運営等に係るその他の事項は、協議会が定める。 

 

（関係者等の出席等） 

第 10 条 会長、部会長又は委員長は、それぞれ協議会、部会又は臨時会において必要があると認

めるときは、専門委員、臨時委員及び条例第２条第５号に規定する取引参加者等に出席を求めて

その意見を述べさせ、もしくは説明させ、または必要な資料の提出を求めることができる。 

 

（会議の公開） 

第11条 会長は、横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成12年２月横浜市条例第１号）第

31条の規定及び横浜市附属機関の会議の公開に関する要綱（平成12年６月助役依命通達）に基づ

き、協議会の会議の非公開を決定することができる。 

２ 会議の傍聴を希望する者は、会場の受付で氏名及び住所を記入しなければならない。 

３ 傍聴定員は１０人とし、会議当日、先着順とする。 

 

 （会議資料の配布） 

第12条 協議会の会議を公開するときは、会議を傍聴する者(以下｢傍聴者」という。）に会議資料

を配布するものとする。この場合において、傍聴者に配布する会議資料の範囲は、会長が定める。 

 

 （秩序の維持） 

第13条 傍聴者は、会場の指定された場所に着席しなければならない。 

２ 傍聴者は、会場において、写真撮影、録画、録音等を行ってはならない。ただし、会長が許可



 
した場合は、この限りでない。 

３ 危険物を持っている者、酒気を帯びている者その他会長が会議の運営に支障があると認める者

は、会場に立ち入ってはならない。 

 

 （会場からの退去） 

第14条 会長は、傍聴者が会議の進行を妨害する等会議の運営に支障となる行為をするときは、当

該傍聴者に会議の運営に協力するよう求めるものとする。この場合において、 会長は、当該傍

聴者がこれに従わないときは、会場からの退去を命じることができる。 

 

（庶務） 

第15条 協議会の庶務は、経済局中央卸売市場本場運営調整課において処理する。 

 

（委任） 

第16条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って

定める。 

 

   附 則 

 この要綱は、令和２年６月 21日から施行する。 

 



＜現状＞

＜新設分割後＞

卸売事業承継

新設

 →　金港ホールディングス(商号変更）現・金港青果
（持株会社）

（新）金港青果
（青果卸売業者）

子会社 子会社 子会社

金港青果
（青果卸売業者）

子会社 子会社 子会社 子会社

01181280
テキストボックス
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青果部卸売業者における会社の新設分割について 

 

１ 趣旨 

 青果部卸売業者である金港青果株式会社から市場開設者に対し、令和３年 10 月 1 日に新設分割し、新設

する金港青果株式会社に対して、青果卸売業に関する権利義務を承継させる旨の説明がありました。（令和

３年６月８日付け官報で公告済み） 

 これを受け、開設者としての今後の対応について報告します。 

 

２ 開設者の対応 

（１）事業譲渡に係る認可（又は不認可） 

横浜市中央卸売市場条例に規定されている卸売業者の事業譲渡に係る認可手続を進めるとともに、事

業計画等のヒアリングを行い市場における卸売業務を適確に遂行することができるかどうか確認して

いきます。 

 

【参考】横浜市中央卸売市場条例第 11条第２項 

 卸売業者である法人の（中略）分割の場合（市場における卸売の業務を承継させる場合に限る。）に

おいて、当該合併又は分割について市長の認可を受けたときは、（中略）分割により当該業務を承継し

た法人は、当該卸売業者の地位を承継する。 

 

（２）農林水産省に対する中央卸売市場の認定申請 

 卸売市場法の規定に基づき、卸売業者に関する事項に変更が生じた場合には、中央卸売市場の変更の

認定を受ける必要があります。 

 事業譲渡の認可がされた場合には、農林水産省と連携を図りながら手続を進めてまいります。 

 

【参考】卸売市場法第６条 

 中央卸売市場の開設者は、第４条第２項各号に掲げる事項又は業務規程の変更をしようとするとき

は、農林水産省令で定めるところにより、農林水産大臣の変更の認定を受けなければならない。 

 

卸売市場法第４条第２項（抜粋） 

 （略） 

７ 卸売市場の卸売業者に関する事項 

 

３ スケジュール（予定） 

６月 25 日 金港青果㈱株主総会における新設分割の承認 

７月２日  横浜市中央卸売市場開設運営協議会へ報告 

７月中旬  金港青果㈱から開設者に対し事業譲渡に係る認可申請 

８月上旬  認可 又は不認可処分（以降、認可した場合） 

８月中旬  開設者から農林水産省に対し中央卸売市場の変更の認定申請 

９月 30 日まで 中央卸売市場の変更認定 

10月１日  新・金港青果㈱の設立登記、承継した卸売業務の開始 
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■横浜市中央卸売市場経営展望 各戦略の取組状況について 
  

  今年度の取組概要 取組状況 

本場 戦略 1 

集荷・販売力の強化 
【集荷・販売力強化事業】 

〇2 年度のヒアリングを踏まえ、量販店等における産地フェア等を開催 
  ≪事業例≫地場の魚や野菜に関する産地と飲食店・小売店等の「マッチング商談会」等 

〇水産物部とガストロノミ協議会の協力レストランでレシピメニューを提供する「LOVE&FISH」フェアの開催（11 店舗） 
 

 

 

 

 

 

 

 

【輸出促進】 

〇輸出に関心のある場内事業者をメンバーとして、先進事例の勉強会を開催（年度前半に 3 回程度・初回は 4 月 13 日） 
〇参加事業者の関心の程度に応じ、①勉強会等の継続又は、②国や JETRO の輸出に関する支援メニュー活用等を検討 

 

 

 

 

【クックパッドマートとの連携】  

 〇横浜市との包括連携協定を踏まえ、クックパットマートとの連携をさらに促進し、EC サイトを通じた販売拡大を検討 

【集荷・販売力強化事業】 

〇「LOVE&FISH」フェアの開催（4 月 26 日～5 月 9 日 11 店舗開催） 
○ホテルとの連携 
みなとみらい地区の複数のホテルから、市場からの食材購入に向けた協

議や、市場と連携したフェアの実施などの提案があり、今後場内事業者

と連携して販路拡大に向け取組推進 
○赤レンガ倉庫との連携 
イベント BBQ ガーデン（7/22-8/29）に市場ブースを展開し、市場なら

ではの海鮮食材を提供し市場を PR 
○水産組合が EC サイト（ハマ直便）をオープン 
水産組合の EC サイト「ハマ直便」は、横浜市中央卸売市場水産部の 
仲卸が厳選したおすすめ食材をネット予約で販売する新たな取組です。 
 

【輸出促進】（資料６－２） 

○今後の展開 

セミナー受講者を対象に、各社の検討段階・内容ごとに支援を行い本

場からの輸出実績に結び付ける。 
 ・具体的に輸出に取り組む意向のある事業者への個別支援 
 ・引き続き検討する事業者グループへの情報提供、セミナー等 
 

【クックパッドマートとの連携】 

 〇試行的に水産物部仲卸店舗内に設置していたクックパッドマートの

集荷場について、クックパッド側の流通の見直しに伴い、大規模共

同集荷所化のための適地を検討中 

戦略 2 

県内・市内関係者と 
の関係強化 

戦略 3 

品質管理水準高度

化 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

〇「新型コロナウイルス対策本部・連絡会」を通じた場内感染症対策の継続と、国や市の経済支援策の案内・周知 
〇「緊急雇用対策事業」を活用した警備員による検温・マスク着用・手指の消毒等の巡回指導の実施 

 

 

 

 

 

 

【ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の推進】 

〇「HACCP に沿った衛生管理」の着実な実施のための巡回指導等の実施。より高い衛生管理水準目標の検討 

【新型コロナウイルス感染症対策】 

〇横浜市場の安定した運営のため、次の感染拡大防止対策を実施 
・「緊急雇用対策事業」を活用した警備員による検温・マスク着用・手指

の消毒等の巡回指導の実施（４月 26 日～、青果・水産各３名） 
・マスク着用啓発キャラバン（４月 12 日、４月 15 日、４月 28 日(水

産)） 
 ・新型コロナウイルス感染状況の共有（本場：２件、南部市場：２件） 
 〇新型コロナワクチン接種に関する場内事業者への情報提供 
 
【ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の推進】 

 〇改正食品衛生法に基づく６月からの完全実施への対応状況について、

開設者・健康福祉局衛生検査所・場内事業者で構成する安全・品質管

理協議会の取組として場内巡視（７／１） 
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戦略 4 

流通構造の効率化・ 
高度化・システム化 

【青果部再整備工事】 

〇2 年度から継続する既存施設改修工事に加え、F2 棟の本体整備工事に着手（R3 年度 8 月～） 
〇国交付金の確保に向けた、輸出の取組等施設整備による市場取扱量・金額目標等の調整 
 
 

【青果部物流効率化検討】 

〇施設整備に合わせ、車両や物流の実態調査とデータの活用・分析により、場内施設の適正配置やタイムシェア、施設利

用のルール作り等、物流の効率化に向けた検討を開始 
 

【関連棟活性化検討】 

〇関連棟の空き店舗の事業者公募の継続実施。新たな関連棟活性化策の検討 
 
 

【仲卸事業者等の経営改善支援】 

 〇消費行動や食品流通構造の変化に対応し、市場内事業者が新たな販路開拓等に取り組む場合に、設備投資やシステム構

築等に係る費用を支援 

【青果部再整備工事】 

〇8 月から既存建物解体工事、10 月から新設棟整備工事に着手し、再整

備工事が本格化 
○令和 3 年度工事費について、農水省交付金の交付決定 
 

【青果部物流効率化検討】 

○物流効率化の検討に必要な基礎データ収集のため、夏から場内の流通

実態調査、交通量調査に着手 
 

【関連棟活性化検討】 

〇青果食堂事業者事業開始（６月） 
〇関連棟の空き店舗の事業者公募を実施予定（時期未定） 
 

【仲卸事業者等の経営改善支援】 

〇交付決定に向けて審査中（７月）申請件数：17 件（6 月 30 日時点） 
〇主な申請内容：「冷蔵・冷凍設備の導入」、「加工場の整備」、「移動 
販売車両の導入」 
〇申請者の声：「適切な温度管理で鮮度を保持したい。」、「加工場で製品

をつくり、ネット販売・小売りをしたい。」、「買物困難地域の消費者へ

移動販売をしたい。」 

戦略 5 

市場流通環境高度

化に向けた設備投

資 

戦略 6 

市場プロモーショ

ンと賑わい創出 

【マルシェ等イベントの実現可能性の検討】 

〇民間のノウハウを活用し、市場と連携した多様な「食」のイベントを、年間を通じて実施する「事業モデル」を構築 
≪取組内容≫事業者ヒアリング、トライアルイベントの検討、事業モデル検討・構築、事業者の参画意向の把握等 

 

 

 

 

 

【横浜市場直送店登録制度】 

〇市場直送店登録店舗を拡大するとともに、各区局と連携した制度周知や店舗 PR、登録店舗と市場が連携した市民向け

イベント、飲食店検索サイトとの連携などを検討 
 

 

 

【情報システムの整備と情報発信】 

〇市場開設者や場内事業者等、多様な主体の情報をまとめた市場ポータルサイト構築の検討 

【マルシェ等賑わい創出検討事業】（資料６－３） 

〇民間事業者との意見交換の実施（～６月） 
  （経済局市場で 10 者、委託事業者で 17 者） 
○「事業スキーム」について（別添資料参照） 
○イベントの実現可能性の調査及び「パートナー事業者」の選定条件の

整理を目的としたサウンディング型市場調査の実施 
（７月 26日～8月 6日） 
 

【横浜市場直送店登録制度】 

○登録店舗数 水産物部 134 件（６月 29 日時点） 
○第１回水産戦略会議実施（５月６日）、第２回を７月 16 日 
○直送店登録店舗へのアンケートの実施（６月末まで） 
○フェイスブックに直送店取材記事を掲載（随時） 
 

【情報システムの整備と情報発信】 

〇IT 事業者や他市場からの情報収集 
 ○市場事業者との検討会立ち上げに向けた準備 

戦略 7 

効果的かつ安定的

な市場運営体制の

整備 

【「経営展望」推進体制の検討】 

〇既存の組織を再編することにより、場内事業者と開設者が一体となり市場としての具体的戦略を推進するた

めの検討・推進組織を順次整備 

【「経営展望」推進体制の検討】 

 〇効率的効果的な取組推進に向け、水産物部のプロモーションに係る

「水産物部活性化委員会」「水産物部経営ビジョン推進会議」「魚食普

及推進協議会」を統合 
〇青果部の場内効率化検討、水産物部の場内管理（買出人駐車場）検討

などの課題に対し、調整体制も検討しながら対応を推進 
 

 



  今年度の取組概要 取組状況 

食肉 

市場 

戦略 1 

市場関係者と連携 
した取組の強化 

【新たな生産者・仲卸業者・売買参加者の獲得】 

 〇引き続き、場内事業者と意見交換を行い、獲得のための手法を場内一体となって検討し、取組に反映（通年） 
 
 
 
【市場取扱ブランドの強化】  
〇「横浜市場直送店登録制度」を基軸に、市場取扱ブランドの認知度向上を図る（4 月～） 

【新たな生産者・仲卸業者・売買参加者の獲得】 

 〇業況・業界動向や after コロナにおける新たな取組等に関する場内事

業者との意見交換の実施（５月、６月） 
 〇新規売買参加者の獲得：３社（令和３年６月 30 日現在） 
 

【市場取扱ブランドの強化】 

 〇「横浜市場直送店登録制度」を基軸とする市場取扱ブランドを宣伝

するプロモーションの検討 
戦略 2 

高品質で安全・安

心な食肉を提供 

【防疫対策、ＨＡＣＣＰ】 

 〇防疫対策の徹底及び県央家畜保健衛生所と連携し、より効果的な防疫対策の検討を実施（4 月～） 
 〇内臓処理工程への HACCP 試行導入予定（4 月） 
 〇市場全体への HACCP 導入完了予定（6 月） 
 
【新型コロナウイルス感染症対策】 

 〇場内衛生管理の徹底及び場内事業者への情報提供を随時実施する（通年） 

【防疫対策、ＨＡＣＣＰ】 

 〇県央家畜保健衛生所と連携し、防疫対策を確認（６月） 
 〇内臓処理工程へのＨＡＣＣＰ試行導入（５月） 
 〇市場全体へのＨＡＣＣＰ導入完了（６月） 
 
【新型コロナウイルス感染症対策】 

 〇衛生管理に係る情報並びに対策等の場内周知 
〇せり場等におけるマスク着用等の感染防止対策の指導 

 〇アルコール製剤によるせり場の机のふき取り清掃実施 
 〇新型コロナワクチン接種に関する場内事業者への情報提供 

戦略 3 

食品流通の基幹的 
インフラとしての 
機能強化 

【場内電力供給設備改修工事】 

 〇電力供給設備の適切な維持管理（4 月～） 
 
【小動物解体ライン改修】 

 〇プロジェクト開催・基本構想策定（4 月～） 

【場内電力供給設備改修工事】 

 〇電力供給設備の月次点検の実施（４月、５月、６月） 
 
【小動物解体ライン改修】 

 〇小動物解体ライン改修プロジェクト分科会の開催（６月 23 日） 
 〇基本構想策定の委託準備 

戦略 4 

食肉の消費拡大に 
向けた積極的な 
プロモーション 

【横浜食肉市場ＰＲ館を拠点とする情報発信】 

 〇新たに作成するＰＲ館チラシ等による広報、ＰＲ館内の展示物等の充実、見学者がＰＲ館で購入できるハマモツ等

の周知を図り、市民からの更なる認知度向上を目指す（4 月～） 
 
【販路の新規開拓】 

【（再掲（本場と共通））横浜市場直送店登録制度】 

〇「横浜市場直送店登録制度」を基軸に、小売店・飲食店・観光施設等へ営業活動を行うとともに、with コロナ・

after コロナを見据えたＰＲ事業を検討・実施していく（4 月～） 

【横浜食肉市場ＰＲ館を拠点とする情報発信】 

 ○場外向け PR 及び販売強化キャンペーンの検討 
 ○PR 館チラシの配架及び周辺事業者への広報検討 
 
【販路の新規開拓】 

【（再掲（本場と共通））横浜市場直送店登録制度】 

 〇登録店の増加に向けた取組、戦略会議の開催 
 〇場内事業者との意見交換の実施及び営業活動への協力依頼（５月、

６月） 
 〇登録店舗数：28 店舗（令和３年６月 30 日現在） 

 



【輸出促進】生鮮食料品輸出促進事業（集荷・販売力強化事業） 
 

●実施経過 

 

○場内事業者向けセミナー 

 

第 1回 4月 13日(火) 

テーマ「食料品輸出の先進事例」 

講 師:岩井の胡麻油株式会社 代表取締役 岩井 徹太郎 氏 

テーマ「生鮮食料品輸出の流れ」 

講 師:MKT ASUKAインターナショナル合同会社 代表 目加田 誠之 氏 

参加者:28名（水産:８名、青果:18名、その他:２名） 

 

第２回 5月 28日(金) 

テーマ「海外展示会の効果的活用方法とは？海外市場への跳躍台として」 

講 師:株式会社おいしい JAPAN 代表取締役 西田 滋直 氏 

テーマ「世界が愛する日本の食材‐日本食材の海外での評価について」 

講 師:株式会社ストラテジー・ラボラトリーズ 代表取締役 中高 英明 氏 

参加者:24名（水産:９名、青果:９名、その他:６名） 

感 想:（一部） 
・食品輸出の心がけ的なお話をして頂いたので、今後将来的に輸出をしたいとい

う気持ちが更に大きくなりました。 

・現実に取り組む際の考え方のイメージが整理できました。 

・国の特徴や好みも知らなかったので、まずはそこを勉強しターゲットを見据え

て 考えていきたい。 

・現地の食文化に合わせて提案という所が面白かった。 

 

第３回 7月 13日（火）※予定 

テーマ「食料品輸出に関する支援施策と成功事例の御紹介 

‐国・横浜市の支援施策を活用して「第一歩」を踏み出しましょう！‐」 

講 師：栗田 かおる 氏 

((独法)日本貿易振興機構(JETRO)横浜貿易情報センター所長) 

    高山 現人 氏 

((公財)横浜企業経営支援財団(横浜市中小企業支援センター) 

国際ビジネス支援担当課長) 

 

○情報提供 

展示会（Food Japan2021）、IDEC支援策、JETRO支援策、オンラインセミナー、等 

資料６―２ 



     

 

【マルシェ等賑わい創出検討事業】事業スキーム（想定）について 

 

市場関係者と横浜市経済局で構成される 「横浜市場活性化協議会」が主催で、年に

複数回、市場と連携した賑わいイベントを開催 します。 

横浜市場活性化協議会は、経済局で今後作成する「イベント実施要綱（用地使用・イ

ベント開催の条件等をまとめたもの）」に基づき、キッチンカーや BBQ、マルシェ等、

多様な「パートナー事業者」を選定します。 

「パートナー事業者」は横浜市場活性化協議会と連携しながら、コンテンツ企画、各

種許可主体への申請、会場設営、当日運営、撤収作業等、イベント運営に係る業務 を

担います。 

 

 

 

図表 事業スキーム（想定） 

   
 
   

資料６―３ 
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令和３年における臨時休場日及び臨時開場日の変更について 

 

令和３年における臨時休場日及び臨時開場日については、令和２年10月15日付で決定（経運調第993号）

しましたが、令和２年12月24日に、令和三年東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会特

別措置法（平成27年法律第33号）が施行となり、令和３年における海の日、スポーツの日及び山の日が変

更となりました。 

このことを受け、条例上の開場の期日と齟齬が生じている日程について、下表のとおり臨時休場日及び

臨時開場日を変更します。 

 

日 付 変更前 変更後 理 由 

７月19日（月） 臨時開場 開場 祝日(海の日)が平日となったため 

７月22日（木） 臨時休場 休場 平日が祝日(海の日)となったため 

７月23日（金） 開場 臨時開場（本場） 平日が祝日（スポーツの日）となったため 

７月23日（金） 臨時休場 休場（食肉市場） 平日が祝日（スポーツの日）となったため 

８月９日（月） 臨時休場 休場 平日が振替休日(山の日)となったため 

８月11日（水） 臨時開場 開場（食肉市場） 祝日(山の日)が平日となったため 

10月11日（月） 臨時開場 開場 祝日（スポーツの日）が平日となったため 

12月29日（水） 臨時開場 開場（本場） 条例で定める開場の期日にあたるため 

※年間開場日数の変更はありません。 

 

（参考） 

令和三年東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会特別措置法（平成27年法律第33号） 

第三十二条 

２ 令和三年の国民の祝日に関する祝日法の規定の適用については、祝日法第二条海の日の項中「七月の

第三月曜日」とあるのは「七月二十二日」と、同条山の日の項中「八月十一日」とあるのは「八月八日」

と、同条スポーツの日の項中「十月の第二月曜日」とあるのは「七月二十三日」とする。 

 

横浜市中央卸売市場条例（令和元年12月25日条例第36号） 

第5条 市場は、次に掲げる休場日を除き、毎日開場するものとする。 

本場 

日曜日及び水曜日(ただし、1月5日及び12月27日から12月30日までである場合を除く。)、国民の祝日に関

する法律(昭和23年法律第178号)に規定する休日、1月2日から1月4日まで並びに12月31日 

食肉市場 

日曜日及び土曜日(ただし、1月5日及び12月28日である場合を除く。)、国民の祝日に関する法律に規定す

る休日、1月2日から1月4日まで並びに12月29日から12月31日まで 

 

資料７-１ 



は条例上の休場日（107日）

は臨時休場日（5日）

【  】 は臨時開場日（14日）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 1 2 31 1 2 3 4 5 6 28 1 2 3 4 5 6

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 【10】 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13

10 11 12 【13】 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 【17】 18 19 20

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 【24】 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27

24 25 26 27 28 29 30 28 1 2 3 4 5 6 28 29 30 31 1 2 3

31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3 25 26 27 28 29 30 1 30 31 1 2 3 4 5

4 5 6 7 8 9 10 2 【3】 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26

25 26 27 【28】 29 30 1 23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 1 2 3

2 3 4 5 6 7 8 30 31 1 2 3 4 5 4 5 6 7 8 9 10

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 1 2 3 1 2 3 【4】 5 6 7 29 30 31 1 2 3 4

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 【11】 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18

18 19 20 【21】 22 【23】 24 22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 【22】 23 24 25

25 26 27 【28】 29 30 31 29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 29 30 1 2

1 2 3 4 5 6 7 5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 1 2 31 1 2 3 4 5 6 28 29 30 1 2 3 4

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 【24】 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25

24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 1 2 3 4 26 27 28 29 30 31 1

31 1 2 3 4 5 6 5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

≪案≫

令和３年（2021年） 臨時休場日・臨時開場日［本場（青果部）］

１月 (19日) ２月 (20日) ３月 (22日)

(20日)

４月 (22日) ５月 (21日) ６月 (21日)

７月 (23日) ８月 (20日) ９月

年間開場日数:253日

10月 (22日) 11月 (22日) 12月 (21日)
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は条例上の休場日（105日）

は臨時休場日（4日）

【  】 は臨時開場日（17日）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 1 2 31 1 2 3 4 5 6 28 1 2 3 4 5 6

3 4 5 【6】 7 8 9 7 8 9 【10】 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13

10 11 12 【13】 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 【17】 18 19 20

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 【24】 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27

24 25 26 27 28 29 30 28 1 2 3 4 5 6 28 29 30 【31】 1 2 3

31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3 25 26 27 28 29 30 1 30 31 1 2 3 4 5

4 5 6 7 8 9 10 2 【3】 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26

25 26 27 【28】 29 30 1 23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 1 2 3

2 3 4 5 6 7 8 30 31 1 2 3 4 5 4 5 6 7 8 9 10

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 1 2 3 1 2 3 【4】 5 6 7 29 30 31 1 2 3 4

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 【11】 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18

18 19 20 【21】 22 【23】 24 22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 【22】 23 24 25

25 26 27 【28】 29 30 31 29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 29 30 1 2

1 2 3 4 5 6 7 5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 1 2 31 1 2 3 4 5 6 28 29 30 1 2 3 4

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 【24】 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25

24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 【1】 2 3 4 【26】 27 28 29 30 31 1

31 1 2 3 4 5 6 5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

≪案≫

令和３年（2021年） 臨時休場日・臨時開場日［本場（水産物部・鳥卵部）］

１月 (20日) ２月 (20日) ３月 (23日)

(20日)

４月 (22日) ５月 (21日) ６月 (21日)

７月 (23日) ８月 (20日) ９月

年間開場日数:257日

10月 (22日) 11月 (22日) 12月 (23日)

資料７－３



は条例上の休場日（120日）

は臨時休場日（3日）

【  】 は臨時開場日（3日）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 1 2 31 1 2 3 4 5 6 28 1 2 3 4 5 6

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27

24 25 26 27 28 29 30 28 1 2 3 4 5 6 28 29 30 31 1 2 3

31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3 25 26 27 28 29 30 1 30 31 1 2 3 4 5

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19

18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26

25 26 27 28 29 30 1 23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 1 2 3

2 3 4 5 6 7 8 30 31 1 2 3 4 5 4 5 6 7 8 9 10

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 1 2 3 1 2 3 4 5 6 7 29 30 31 1 2 3 4

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25

25 26 27 28 29 30 31 29 30 31 1 2 3 4 26 27 28 29 30 1 2

1 2 3 4 5 6 7 5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 1 2 31 1 2 3 4 5 6 28 29 30 1 2 3 4

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 【11】

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 【18】

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 【25】

24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 【1】 2 3 4 26 27 28 29 30 31 1

31 1 2 3 4 5 6 5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

≪案≫

令和３年（2021年） 臨時休場日・臨時開場日［食肉市場（食肉部）］

１月 (18日) ２月 (18日) ３月 (22日)

(20日)

４月 (21日) ５月 (18日) ６月 (22日)

７月 (20日) ８月 (19日) ９月

年間開場日数:242日

10月 (21日) 11月 (20日) 12月 (23日)

資料７－４
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１ 横浜市中央卸売市場の概要 

（１）施設概要

 （令和３年４月１日現在） 

市 場 名 本   場 食  肉  市  場 

開設年月日 昭和６年２月１１日 昭和３４年１１月５日 

所 在 地 神奈川区山内町１番地 鶴見区大黒町３番 53 号 

取扱品目 

青 果 

水 産 物 

鳥 卵 

食 肉 

敷地面積 
 １１５，８７０㎡

（うち公の施設 113，346 ㎡）

  ４２，７３９㎡ 
（うち公の施設 42,555 ㎡） 

建  物 

（建設時期） 

延べ床面積 

１３２，４５３㎡ 

青果棟：昭和 60～平成 4年 

水産棟：昭和 55～61 年 

【主な施設】 

青果棟 

４７，３４２㎡ 

水産棟 

５０，９４６㎡ 

関連棟 

６，９９２㎡ 

第１冷蔵庫棟 

５，７８０㎡ 

第２冷蔵庫棟 

３，６０２㎡ 

延べ床面積 

２４，０１０㎡ 

本館棟：昭和 63～平成元年 

仲卸棟：平成 6～7年 

【主な施設】 

冷蔵室 

３，５４８㎡ 

解体室 

１，４９８㎡ 

内臓処理室 

５８２㎡ 

けい留所 

 ２，０８０㎡ 

市
場
関
係
事
業
者
数

卸売業者 

青 果 部 ２ 

水産物部   ２ 

鳥 卵 部 １ 

食 肉 部 １ 

仲卸業者 
青 果 部 ２９ 

水産物部 ５９ 
食 肉 部 ２ 

売買 

参加者 

青 果 部 ６５９ 

水産物部 ３０ 

鳥 卵 部 ６９２ 

食 肉 部 １８６ 

関連 

事業者 
３７ ３ 

1



◎ 卸売業者

各地の生産者・出荷団体等から集荷した生鮮食料品等を仲卸業者や売買参加者に販

売します。

◎ 仲卸業者

卸売業者から買い受けた品物を仕分け、市場内の店舗で小売店等に販売するととも

に、スーパーなどに向けて、カットやパック詰めなどの加工ならびに配送を行います。 

◎ 売買参加者

卸売業者から、直接買い受けることのできる小売業者、納入専門業者等です。

◎ 相対取引事業者

卸売業者から直接買い受けることができる他市場卸売業者、大規模小売店、納入専

門業者等です。卸売業者、売買参加者とは異なり、せりに参加することはできません。 

◎ 関連事業者

市場利用者のために運送業、（冷蔵）倉庫業、飲食店、金融業等の業務を市場内で行っ

ています。

（２）流通形態

と畜解体の

委託

消 費 者

小売店 ・ 飲食店 ・ スーパー等

保管、加工・

配送等施設

他

市

場

市場内店舗関連事業者 加工・配送所

本場食品衛生検査所

食肉衛生検査所

仲 卸 業 者

検査等
と畜業者

（食肉市場）

横 浜 市 中 央 卸 売 市 場 

卸  売  業  者

生 産 者 ・ 出 荷 団 体 等

枝肉

検査等

検査等

検査等

売

買

参

加

者

・

相

対

取

引

事

業

者

納

入

業

者

・

小

売

等

買

出

配

送
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年次 開市日数 取 扱 高
対前年次
増減率

355,843 △ 10.2

99,932,999 △ 4.6

356,831 0.3

94,201,549 △ 5.7

348,231 △ 2.4

94,938,875 0.8

353,467 1.5

89,100,321 △ 6.1

348,355 △ 1.4

92,241,345 3.5

年次 開市日数 取 扱 高
対前年次
増減率

62,307 5.6

60,372,959 5.8

59,465 △ 4.6

61,342,493 1.6

54,565 △ 8.2

58,675,927 △ 4.3

49,487 △ 9.3

53,997,638 △ 8.0

46,772 △ 5.5

50,374,025 △ 6.7

年次 開市日数 取 扱 高
対前年次
増減率

1,240 △ 15.1

670,555 △ 20.3

1,188 △ 4.2

656,677 △ 2.1

1,153 △ 2.9

603,659 △ 8.1

1,059 △ 8.1

555,085 △ 8.0

1,002 △ 5.4

436,898 △ 21.3

2

264

260

水   産   物   部

２　横浜市中央卸売市場の取扱高

（１） 部別取扱高推移

30

[単位  上段：取扱数量＝トン・下段：取扱金額＝千円  対前年次増加率＝％]

266

青     果     部

254

254

28

29

元

2 257

29 264

30 260

鳥     卵     部

元 258

2 257

28 266

30 260
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28 266

29 264
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0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

28 29 30 元 2

百万円トン
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3



年次 開市日数 取 扱 高
対前年次
増減率

16,895 △ 2.2

18,098,263 △ 1.4

16,507 △ 2.3

16,795,504 △ 7.2

16,618 0.7

16,329,708 △ 2.8

16,105 △ 3.1

15,342,162 △ 6.0

15,595 △ 3.2

13,833,798 △ 9.8

年次
対前年次
増減率

436,285 △ 8.0

179,074,776 △ 1.1

433,991 △ 0.5

172,996,224 △ 3.4

420,568 △ 3.1

170,548,170 △ 1.4

420,119 △ 0.1

158,995,207 △ 6.8

411,724 △ 2.0

156,886,066 △ 1.3

取 扱 高

244

29

食     肉     部

合             計

元 244

2 242

28

30 245

28

29 244

30

元

2

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

28 29 30 元 2

百万円トン

取扱数量 取扱金額
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市 年 野　　菜 果　　実 つけ物及び加工品 計

場 次 取扱高
対前年次
増減率 取扱高

対前年次
増減率 取扱高

対前年次
増減率 取扱高

対前年次
増減率

281,516 △ 3.4 65,826 △ 4.4 8,500 0.1 355,843 △ 3.5

28 74,589,038 1.7 23,303,758 △ 0.6 2,040,202 2.2 99,932,999 1.2

285,373 1.4 63,290 △ 3.9 8,168 △ 3.9 356,831 0.3

29 70,357,042 △ 5.7 21,963,790 △ 5.8 1,880,717 △ 7.8 94,201,549 △ 5.7

282,722 △ 0.9 57,105 △ 9.8 8,403 2.9 348,231 △ 2.4

30 71,461,146 1.6 21,629,473 △ 1.5 1,848,257 △ 1.7 94,938,875 0.8

290,540 2.8 55,011 △ 3.7 7,917 △ 5.8 353,467 1.5

元 66,496,845 △ 6.9 20,820,270 △ 3.7 1,783,207 △ 3.5 89,100,321 △ 6.1

290,671 0.0 50,831 △ 7.6 6,853 △ 13.4 348,355 △ 1.4

2 69,734,047 4.9 20,785,474 △ 0.2 1,721,824 △ 3.4 92,241,345 3.5

（２） 種別取扱高

[単位  上段：取扱数量＝トン・下段：取扱金額＝千円  対前年次増減率＝％]

【青果部】

本
　
　
　
場

 青果部　市場別取扱高の推移（H23～R2）

（注）単位未満は四捨五入したため，内訳の数値を積み上げた数値は，合計の数値と一致しない場合があります。
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百万円トン 本 場 取扱数量 取扱金額
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市 年 生  鮮  品 冷  凍  品 加  工  品 計

場 次 取扱高
対前年次
増減率 取扱高

対前年次
増減率 取扱高

対前年次
増減率 取扱高

対前年次
増減率

26,078 4.9 11,876 0.1 24,353 29.1 62,307 12.1

28 24,039,545 7.0 15,003,734 1.7 21,329,680 27.8 60,372,959 12.0

23,942 △ 8.2 10,983 △ 7.5 24,540 0.8 59,465 △ 4.6

29 23,003,622 △ 4.3 15,966,724 6.4 22,372,147 4.9 61,342,493 1.6

22,817 △ 4.7 10,333 △ 5.9 21,415 △ 12.7 54,565 △ 8.2

30 22,900,999 △ 0.4 14,660,492 △ 8.2 21,114,436 △ 5.6 58,675,927 △ 4.3

20,640 △ 9.5 9,974 △ 3.5 18,873 △ 11.9 49,487 △ 9.3

元 21,261,715 △ 7.2 13,217,939 △ 9.8 19,517,983 △ 7.6 53,997,638 △ 8.0

19,269 △ 6.6 8,991 △ 9.9 18,512 △ 1.9 46,772 △ 5.5

2 19,217,309 △ 9.6 11,864,451 △ 10.2 19,292,265 △ 1.2 50,374,025 △ 6.7

[単位  上段：取扱数量＝トン・下段：取扱金額＝千円　対前年次増減率＝％]

【水産物部】

本
　
　
　
場

（注）単位未満は四捨五入したため，内訳の数値を積み上げた数値は，合計の数値と一致しない場合があります。

 水産物部　市場別取扱高の推移（H23～R2）
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市 年 鳥      肉 鳥      卵 合      計

場 次 取   扱   高
対前年次
増減率

取   扱   高
対前年次
増減率

取   扱   高
対前年次
増減率

835 △ 18.0 405 △ 8.4 1,240 △ 15.1

28 559,490 △ 21.4 111,065 △ 14.2 670,555 △ 20.3

782 △ 6.4 406 0.4 1,188 △ 4.2

本 29 543,062 △ 2.9 113,615 2.3 656,677 △ 2.1

731 △ 6.5 423 4.0 1,153 △ 2.9

30 494,156 △ 9.0 109,503 △ 3.6 603,659 △ 8.1

場 671 △ 8.1 388 △ 8.1 1,059 △ 8.1

元 457,352 △ 7.4 97,733 △ 10.7 555,085 △ 8.0

794 18.4 208 △ 46.4 1,002 △ 5.4

2 383,405 △ 16.2 53,493 △ 45.3 436,898 △ 21.3

　　　鳥卵部　取扱高の推移（H23～R2）

（注）単位未満は四捨五入したため、内訳の数値を積み上げた数値は、合計の数値と一致しない場合があります。

【鳥卵部】

［単位  上段：取扱数量＝トン・下段：取扱金額＝千円　対前年次増減率＝％]
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市 年 牛 豚 その他 合 計

場 次 取扱高
対前年次
増減率 取扱高

対前年次
増減率 取扱高

対前年次
増減率 取扱高

対前年次
増減率

12,398 △ 8.3 137,406 △ 0.5 5 ― 149,809 △ 1.2

(12,142) (△ 7.4) (133,994) (0.8) (5) ― (146,141) (0.0)

6,010 △ 5.8 10,828 0.2 57 ― 16,895 △ 2.2

12,167,694 1.3 5,417,029 △ 5.8 513,540 △ 13.5 18,098,263 △ 1.4

11,231 △ 9.4 138,829 1.0 8 ― 150,068 0.2

(10,762) (△ 11.4) (135,014) (0.8) (8) ― (145,784) (△ 0.2)

5,529 △ 8.0 10,932 1.0 46 ― 16,507 △ 2.3

10,336,199 △ 15.1 5,992,659 10.6 466,647 △ 9.1 16,795,504 △ 7.2

11,122 △ 1.0 141,119 1.6 0 ― 152,241 1.4

(10,608) (△ 1.4) (137,986) (2.2) (0) ― (148,594) (1.9)

5,422 △ 1.9 11,152 2.0 44 ― 16,618 0.7

10,403,994 0.7 5,467,855 △ 8.8 457,860 △ 1.9 16,329,708 △ 2.8

9,442 △ 15.1 146,766 4.0 4 ― 156,212 2.6

(9,020) (△ 15.0) (149,767) (8.5) (7) ― (158,794) (6.9)

4,618 △ 14.8 11,439 2.6 49 ― 16,105 △ 3.1

9,163,971 △ 11.9 5,727,416 4.7 450,775 △ 1.5 15,342,162 △ 6.0

8,090 △ 14.3 148,767 1.4 0 ― 156,857 0.4

(7,647) (△ 15.2) (150,960) (0.8) (0) ― (158,607) (△ 0.1)

3,945 △ 14.6 11,603 1.4 46 ― 15,595 △ 3.2

7,333,164 △ 20.0 6,143,899 7.3 356,735 △ 20.9 13,833,798 △ 9.8

【食肉部】

［単位  上段：取扱頭数、(　）と畜頭数＝頭・中段：取扱数量＝トン・下段：取扱金額＝千円  増減率＝％］

2

 注1） 単位未満は四捨五入したため、内訳の数値を積み上げた数値は、合計の数値と一致しない場合があります。

 注2） 増加率は、単位未満を四捨五入する前の数値で計算。

 注3） その他は、子牛・部分肉・副生物。

　食肉部　取扱高の推移（H22～R元）
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順位 都市名 順位 都市名

1 東 京 都 558,404,774 1 東 京 都 375,726,340

2 大 阪 市 199,550,699 2 大 阪 市 134,611,937

3 名 古 屋 市 135,113,066 3 名 古 屋 市 109,500,420

4 横 浜 市 92,241,345 4 札 幌 市 74,392,972

5 福 岡 市 67,888,922 5 仙 台 市 72,733,978

6 京 都 市 66,219,151 6 横 浜 市 50,374,025

7 大 阪 府 56,794,711 7 金 沢 市 43,729,372

8 札 幌 市 53,517,330 8 神 戸 市 36,946,718

9 岐 阜 市 46,565,137 9 福 岡 市 35,517,591

10 広 島 市 43,605,407 10 大 阪 府 34,451,149

順位 都市名

1 東 京 都 122,653,465

2 福 岡 市 23,992,405

3 大 阪 市 20,207,598

4 仙 台 市 19,485,082

5 名 古 屋 市 14,572,587

6 横 浜 市 13,633,354

7 神 戸 市 13,324,213

8 京 都 市 12,248,843

9 広 島 市 7,474,434

10 さ い た ま 市 5,487,788

【参考】　全国の中央卸売市場数
（令和３年４月現在）

市　場　数

　中央卸売市場 ６５（40都市）

うち　青　果 ５０（38都市）

　　　水産物 ３４（29都市）

　　　花　き １４（10都市）

　　　食　肉 １０（10都市）

 （３） 全国主要中央卸売市場との比較

水　産　物　部

取扱金額　(千円)取扱金額　(千円)

（表１） （表２）

　令和２年次における全国主要中央卸売市場の取扱金額を比較しますと、

食　肉　部

取扱金額　(千円)

青果（表１）は全国で東京都、大阪市、名古屋市に次いで第４位となっています。

　また、水産物（表２）及び食肉（表３）は第６位となっています。

青　果　部

（表３）
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「物流」 と 「賑わい」 を合わせ持った 新たな 横浜南部市場 

横浜市は、市場の再編・機能強化に伴い、南部市場を、中央卸売市場本場を補完する「物流エリア」 

（約 12.2 万㎡）と、民間事業者のノウハウを活用して「食」をコンセプトとした集客施設を整備する 

「賑わいエリア」（約 4.7万㎡）に分けて活用しています。 

「賑わいエリア」の集客施設の整備・運営事業者に選定された民間事業者が建設を進めてきた  

「ブランチ（BRANCH）横浜南部市場」と、40年以上にわたり、買出し人向けの営業やイベント開催を行っ

てきた「横浜南部市場 食の専門店街（旧名称：食品関連卸売センター）」は、令和元年９月 20 日に開業

しました。 

物流エリアでは、青果・水産物については 

卸売市場法に基づく「市場外指定保管場所」 

の指定を受け、本場を補完する加工・配送、 

流通の場として機能しています。 

また、花きについては、民営の地方卸売 

市場として運営を行っています。 

賑わいエリアでは、関連事業者が既存建物を 

活用して営業を継続し、さらに、隣接する土地 

の一部を 20年間の事業用定期借地として公募に 

より選定した事業者に貸付け、事業者は施設の 

設計・建設、維持管理・運営等を行っています。 

市場名 南 部 市 場 

開設年月日 昭和 48年 11月８日 

所在地 金沢区 

敷地面積 170,886㎡ 

延べ床面積 78,971㎡ 

取扱品目 青果･水産物･花き 

参 考 

物流エリア 

賑わいエリア 

≪賑わいエリアのコンセプト≫ 
南部市場は、昭和 48年の開設から 40年以上地元

に生鮮食料品等を供給してきたことから、次のコン

セプトにより横浜市が民間事業者を公募しました。

① 「食」の拠点としてのイメージを活かす
② 市場ならではの「食」を堪能できる
③ 周辺観光施設と連携し市場の魅力を発信する

< 施設概要 > 
南部市場は、人口増加による本市市場に対する需要

の増加を背景に、昭和 48 年 11 月８日に中央卸売市場 
として開設。

（平成 27 年３月 31 日に中央卸売市場としては廃止） 
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